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あらまし：小学校学習指導要領改訂により，各教科等の特質に応じたプログラミング授業が求められてい

る．本研究は，テキスト記述型言語であるドリトルを用いて，算数科「拡大図と縮図」における授業の実

践研究である．授業実践は第 6学年 5学級 135名を対象に行い，児童の授業中の様子やふりかえりから，
ドリトルを用いることで算数科の目的を達成していることを示す結果が得られた． 
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1. はじめに 
小学校学習指導要領総則編(1)には，各教科等の特

質に応じて，プログラミングを体験しながら，コン

ピュータに意図した処理を行わせるために必要な論

理的思考力を身に付けるための学習活動を計画的に

実施することが示されている．これを達成するため

には，従来の学習システムに加え，適切なプログラ

ミング教材を用いた最適化された授業が求められる．

一方，プログラミング必修化に関して，具体的な指

導案や授業例などの情報を得られていないことなど

の声が上がっている(2)．そこで，適切なプログラミン

グ教材を用いた授業計画や授業資料などを示すこと

が重要である． 
現在，先行実施されているプログラミング教育で

は，ビジュアルプログラミング言語「scratch」を用い
た実践が多く，小学校段階にとって使いやすいプロ

グラミング言語と考えられている．しかし，松澤ら

の研究(3)では，ビジュアルプログラミング言語で学

習した内容がテキスト記述言語に転移されないと危

惧している．  
本研究では，プログラミングを用いて算数科の特

質に応じた授業を実現することを目的とする．これ

を達成するために，教育用に開発されたプログラミ

ング言語ドリトルを用いて算数科の特質に応じた授

業を実践した．ドリトルを用いたのは，小学校段階

で使用するプログラミング言語は，日本語でコーデ

ィングできるためである． 
 

2. 研究の内容 
2.1 授業実践の概要 
福岡市内の小学校第 6学年 5学級 135名の児童を
対象に，算数科「拡大図と縮図」で授業を実践した．

令和 3年 12月 10-22日の期間中，各学級 2時間で授
業構成した．対象児童はこれまでに，Computer 

Science Unplugged(4)を用いたコンピュータを魔法の
箱にしないためのコンピュータ科学の授業や，

MESH(5)を用いたコンピュータを魔法の箱にしない

ためのプログラミング教育の授業を受けてきたが，

テキスト記述型言語でのプログラミングはしたこと

がない．単元「拡大図と縮図」においては，既習済

みであり，単元末の復習として本実践を行なった． 
 

2.2 授業の展開 
授業で使用したワークシートを図 1に示す．予想
をたてる段階で空欄に記入することにより，児童の

思考の流れを見て取れるようにした． 
はじめに，ドリトルの基本的な仕組みを知る活動

を正方形の作図を通して行った．テキストコーディ

ングに対する学習支援として，図 2のような手本表
を配布した．正方形の作図では，回る角度を難無く

「90 ひだり（みぎ）まわり」と入力することができ

る．しかし，正三角形の作図では，図 3のように回

る角度は外角に着目する必要がある．この違いに気

づかせ，図形の性質である外角に着目できるように

した．児童にとって「外角」は，初めて取り扱う内

容である． 
次に，正五角形の作図を通して，拡大図と縮図の

性質を理解する．誤って角度を 2 倍した拡大図の作

図を図 4に示す．この活動を通して，回る角度（外

角）や回る回数（辺の数）は変えず，対応する歩く

距離（辺の長さ）の比がどれも等しいことを理解す

る．この活動を通して，拡大図と縮図の性質に着目

できるようにした． 
最後に，これまでの学習で，作図中に偶然できた

図形を取り上げ，星型や円を作図した．児童が自由

に回る角度や回る回数を調整しながら作図すること

を通して，図形を構成する要素に着目できるように

した． 
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図 1 授業で使用したワークシート 

 

 
図 2 手本表 

 

 
図 3 正三角形の作図 

 

 
図 4 正五角形の作図 

 
3. 結果と考察 
活動の流れを、問題→予想→実践→考察にしたこ

とで，児童の思考の流れがワークシート（図 5）でわ
かる．正三角形の作図は 135名すべての児童が成功

していた．最初は内角に着目し，児童が角度を変え

て入力し，外角に気づくまでの過程が見られた．オ

ブジェクトが向いている方向から回る角度を考え，

外側の角度（外角）に修正する児童の様子があり，

外角を体験的に習得している． さらに，135名中 131

名の児童が正五角形の拡大図の作図に成功していた．

はじめは，辺の長さや角度を 2 倍してプログラムを

実行し，星型のプログラムになってしまう児童が多

くいた．そこで，拡大図の性質を連想させるヒント

である「形は変えず大きさだけ変えた図形」をもと

に修正する児童の様子があった．児童のふりかえり

では，「図形は角の大きさ・辺の長さの決まりで成立

してできていることがわかりました」や，「角度や辺

をほんの少し変わると，違う図形になるのは，おも

しろいと思いました」という記述があった． 
上記のことから，本研究の目的である「プログラ

ミングを用いて算数科の特質に応じた授業を実現す

ること」の成果に加えて，数学的な興味・関心を高

め，図形の性質の理解を深めているといえる．  
また，プログラミングについて述べた児童が 135
名中 83名いた．その中でも，「手書きよりもプログ

ラミングで図形をかく方が正確にかける」のように，

プログラミングの良さについて述べた児童が 61 名
いた．さらに，くりかえす回数について言及してい

る児童も多く，プログラミングの順次・分岐・反復

の反復について体験的に習得できている． 
このことから，本研究の目的に加え，プログラミ

ング言語ドリトルを用いることで，プログラミング

の良さを実感することができているといえる． 
 

図 5 児童が記入したワークシート 
 

4. おわりに 
課題としては，小学校段階では扱わない「外角」

の理解が難しい児童もいたため，小学生のための説

明方法なども検討する必要があった． 
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1 かめた＝かめ！つくる。

2 「 かめた！ あるく。

３ かめた！ まわり。 」

４ ！ 回 くりかえす。

５ 「かめた！ あるく。

６ かめた！ まわり。」

７ ！ 回 くりかえす。

④

③②

①

⑧

⑦⑥

⑤

正多角形のプログラミング

エラーが出たら確認しよう！
□ 命令を意味する『 ！ 』
□ 数字の後のスペース『 』
□ 文末の『。』
□ くりかえしの『 「 」 』

めあて

算数 6年 拡大図と縮図 組 氏名（ ）

○ 作図してみよう

２倍の拡大図
問題２

ドリトルを用いて、1辺の長さ１００の
正三角形をつくるプログラムをかきなさい。

予想

① 線の長さ （ ）
② 回る角度 （ ）°
③ 回る向き （ 右回り 左回り ）

④ くり返す回数 （ ）回

まとめ ふりかえり

問題１
ドリトルを用いて、1辺の長さ１００の正方形をつくる
プログラムをかきなさい。

予想
① 線の長さ （ ）

② 回る角度 （ ）°
③ 回る向き （ 右回り 左回り ）
④ くり返す回数 （ ）回

９０°

1/2の縮図

２倍の拡大図

問題３
ドリトルを用いて、1辺の長さ１００の正五角形を
２倍に拡大した正五角形をつくるプログラムをかきなさい。

予想
① 線の長さ （ ）

② 回る角度 （ ）°
③ 回る向き （ 右回り 左回り ）
④ くり返す回数 （ ）回

⑤ 線の長さ (            )
⑥ 回る角度 （ ）°

⑦ 回る向き （ 右回り 左回り ）
⑧ くり返す回数 (            )

６０°
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